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近年，世界中にグローバル化が進んでおり，異なる国の間での交流が活発化している．異

なる母語の人々の間で，異言語間の意思疎通のため共通言語を使ってコミュニケーション

を行う機会がさらに増加すると考えられる.そのため，日本語母語ではない在日外国人とっ

て，同じ在日外国人と日本語を共通言語とする会話を行う場合，または日本語母語話者(NS)

と会話を行う場合がある.しかし，日本語を用いて日本語母語話者とコミュニケーションを

取る場合，言語能力の差などにより，非母語話者(NNS)の聞き取りと理解困難による会話の

アンバランスがよく見られている.	

	第二言語コミュニケーションにおける NNS の聞き取りと理解困難の原因は多数の研究で

調査されてきた.話速も 1 つ影響要素としてあげられたが NS のリアルタイムな話速変化を

客観的に調査していなかった.従って，本研究では，実際の第二言語コミュニケーション場

面において，NS の発話速度の増加により NNS の理解困難が生じることを客観的なデータを

通じて検証した.話速視点から第二言語コミュニケーションを支援すると考え，NS の早口を

リアルタイムに知らせ，NS の自発調整を促す手法が提案されている.実際の第二言語コミュ

ニケーション場面におけるこの手法の有効性を検証するため，本研究は WOZ 法を用い，会話

環境を作り，実証実験を行う.結果として早口を知らせることによる	NS	の自発的話速調整

が見られた.	話速通知手法の有効性と実用性が期待できると考え，音声メディア処理で，自

動的 NS の話速を検知し，話速が速いと判断した際に通知を出し，NS	 に気づかせる通知シ

ステムが提案されている.本研究はその話速通知システムを使い，実際の第二言語コミュニ

ケーション実験を行った.システムの使用により，NS が自発的に話速調整があるかを調査し

た．結果として話速通知直前と比べ，通知後の NS 話速が遅くなったことがわかった.	
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